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演題発表に関連し，開示すべきCOI関係にある企
業等はありません。

筆頭発表者のCOI開示

筆頭発表者氏名：山野 貴司



背景：和歌山県立医科大学の地域枠について



地域枠学生の夏季実習

2011年から2016年まで

✔ 地域医療枠学生対象

毎年夏期休業日に夏季実習を実施

・1-3年生 集団県内病院見学（1日間）

・4-5年生 県内診療所病院実習（2日間）



目的

✔和歌山県立医大地域医療枠学生は、2011年
より夏季地域実習を行っている。

✔主に移動は借り上げバスで、レポート作成は
行わず、事務側が企画した受け身の実習内容
であった。

✔2017年の夏季実習から、学生主体の参加型
実習に変革し、社会性を養うための機会と位置
付ける。



方法
✔2017年度夏季実習を、地域医療を担う医師を育成す
ることが目的のひとつである自治医科大学の夏季実習
に準じ、以下の内容で変更した。

１．1～3年生は過去には大人数で病院見学をする内容だったが、
より個別の実習を行うために、保健所実習を行う。

２．4～5年生の病院診療所実習は、自分で病院や診療所に電話
連絡をして訪問先との事前調整を行い、実習内容を事前に把握
し、自主的に行動するように促す。

３．移動は貸バスを手配せず、すべて公共交通機関のみで行う。

４．既定の内容（施設概要、実習内容、考察、謝辞の4項目）に
沿った実習報告書、各関係部署へのお礼状を作成する。



結果
✔保健所実習（和歌山県内5保健所）

対象者（1-3年生）の57％(12/21)が参加した。

✔病院診療所実習（和歌山県内11施設）
対象者（4-5年生）の94％(16/17)が参加した。

保健所実習 病院診療所実習



結果：実習報告書
✔参加学生は全員期限内に報告書とお礼状を完成させた。
✔地域医療支援センターは各学生が作成した実習報告書を
冊子にまとめ、学生の活動を可視化させて施設の担当医師
にフィードバックするとともに、彼らの業績として位置付けた。

夏季実習報告書の１部分



2018年度夏季実習の変更

✔参加型実習への変革を受けて、2018年は参加
者数を増やし、より自主的で充実した実習にするた
めに2017年の内容に加えてさらに2点を変更した。

１．県外実習の実施
・1-2年生 保健所実習（1日間）
・3-4年生 県内診療所病院実習（2日間）
・5年生 県外病院実習（3日間）

今年は山口県下関市豊田病院、自治医科大学病院と自治
医科大学卒業生の勤務する病院での実習を行う。



２．今までは日程を8月中旬の木曜金曜と固定して
いたが、学生のカリキュラムや課外活動を考慮し、複
数の選択肢を用意して、学生自身が行先や日程を
決定する。
・1-2年生 保健所実習（1日間）
今年度は7月24日、26日、31日に実施

・3-4年生 県内診療所病院実習（2日間）
今年度は8月8-9日、16-17日、23-24日に実施

・5年生 県外病院実習（3日間）
各学生が病院に直接連絡をとり任意の3日間で行う。

以上の変更により、2018年は対象学生全員（100%)
が夏季実習に参加予定である。

2018年度夏季実習の変更



結語

✔2017年の和歌山県地域枠の夏季実習は公共
交通機関使用、報告書、お礼状作成などで、学
生主体の参加型実習に変革することができた。

✔2018年は県外実習や日程調整などで、さらな
る参加率の上昇と実習への積極性を図る。


